
TEL

FAX

URL

URL

URL

MAIL

発行／三重県議会　編集／三重県議会広聴広報会議
「みえ県議会だより」に関するご意見・ご感想をお寄せください。 議会

ホームページ
スマホ版

議会だより
議会

Facebook〒514-8570　津市広明町13　　　059（224）2877
　　059（229）1931　　　gikaik@pref.mie.lg.jp

https://www.pref.mie.lg.jp/KENGIKAI/
https://www.gijiroku.jp/mie/（スマホ版）
https://www.facebook.com/miepref.gikai（Facebook）

207
NO.

天空のブランコ たちばな展望台（南伊勢町）

会議の様子（いつきのみや地域交流センター）

　７月31日、三重県多気郡明和町において、三重県、
奈良県、和歌山県の三県議会による紀伊半島三県議会
交流会議を開催しました。
　会議では「三県の防災力向上に資する紀伊半島アン
カールートの早期整備」および「半島地域における防災・
減災、国土強靱化」の２つの議題について意見交換を行
いました。この結果、「三県の防災力向上に資する紀伊
半島アンカールートの早期整備」は整備の加速化等につ
いて、「半島地域にお
ける防災・減災、国
土強靱化」は半島振
興法の延長等につい
て、それぞれ国に対
し要望していくことが
合意されました。

　８月２１日、三重県議会議事堂で「みえ高校生県議会」を開催しました。５回目となる今回は、県内１１校から３4人の高校生が参加しました。
　高校生議員の質問や提案は、自分たちを取り巻く環境や三重県の状況、他県の事例、統計等をしっかりと調べ、議論を深めてきたものであり、県議会にとっ
て大変重要なものばかりでした。いただいた質問や提案は今後の行政部門別常任委員会でしっかりと議論し、その結果を高校生たちにフィードバックします。

公共交通機関の不便さにつ
いて

９. みえ夢学園高等学校

参加校と質問項目 （質問順） それぞれの二次元コードから各校の動画をご覧いただけます。

第１８回
紀伊半島三県議会交流会議を開催

「令和６年県政レポート」に基づく
今後の「県政運営」等に関する申し入れ

　８月7日、予算決算常任委員会および行政部門別常任委員会から知事に対し、次のとおり申し入れを
行いました。
１. 人材確保対策について
　各業種で抱える課題や担い手のニーズを的確に把握し、不断の検証を行いながら取り組みを展開する
とともに、単なる人材確保という視点にとどまることなく、多様な視点から必要な取り組みを展開するこ
と。あわせて、各業種に応じた人材確保対策だけでなく、県職員の人材確保・育成の視点を持ちながら
取り組みを進めること。
２. 財政運営について
（1）資金調達にあたっては、調達コストの低下を図り、中長期的な効
果も見据えた公債費等の負担抑制に努めること。
（2）公共施設の長寿命化を計画的に実施するとともに、今後発生する
施設の建替に備え、将来世代に過度な負担が生じないよう、公共施
設等総合管理基金等を活用しながら安定的な財源確保に努めること。
（3）歳出歳入両面からの取り組みにより経常的な支出の抑制と多様な
歳入確保策を引き続き進め、メリハリのある予算編成に努めること。

一人一台端末を使った学習環
境の改善について

８. 津工業高等学校
三重県の観光・バリアフリー
について

７. 津田学園高等学校

全体の動画はこちらから森林の有効活用と意識改革
11. 伊勢高等学校

人口減少対策としての結婚に
結びつく支援制度について

10. 四日市高等学校

AIの活用で「質の高い教育」を
３. 名張高等学校

事前の説明会や相談会で議員と意見交換（６月～７月）
高校生が議長役になって高校生県議会を進行
しっかり調査し考えられた質問・提案を受け取りました
閉会後に集合写真
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三重県内のバスにおける
2024年問題がおよぼす影響
について

２. 津西高等学校
「Mｙまっぷラン＋」の活用状況と
普及のための対策、及び避難の
際の課題に対する対応について

１. 紀南高等学校

三重県の医師不足を解消する
には

６. セントヨゼフ女子学園高等学校
三重県の過疎化に対する取
り組みについて

５. 津高等学校

地域の食文化を幅広く知って
もらうために

４. 相可高等学校

申し入れの様子

「みえ高校生県議会」を開催しました
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みえ県議会だよりは、年７回（4、5、7、8、10、12、2月の各月１日）発行します。

議会の開催予定は県議会ホームページの「議会の日程」をご覧ください。

次回の発行は、令和6年（2024年）12月1日（日）です。
（新聞折り込みも、令和6年12月1日（日）に行います。）

https://www.pref.mie.lg.jp/KENGIKAI/08117011333.htm

実 施 日
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行政部門別常任委員会の活動状況
県内調査の活動状況をご紹介します。

総務地域連携交通 常任委員会

県内調査の状況
７月17日、25日

　大台町では、実際の移住者の方と意見交換を行いながら、移住・定住
促進の取り組みについて調査し、尾鷲市にある農園では、農園を拠点とし
た賑わいのある地域づくりの取り組みについて調査しました。
　また、四日市市に本社がある三岐鉄道株式会社を訪れ、地域鉄道や路
線バスが抱える課題や現状について説明を受けた後、地域公共交通の維
持・確保に向けた意見交換を行いました。木曽岬町では木曽岬干拓地を訪
れ、木曽岬町議会より説明を受
けながら、未利用地の現状につ
いて調査しました。さらに、サッ
カーチームのホームスタジアムで
あるＬＡ・ＰＩＴＡ東員スタジアム
を訪れ、総合型地域スポーツク
ラブの取り組みなどについて調
査しました。 農園を拠点とした地域づくりについて調査

実 施 日

県内調査の状況
７月19日、25日

　鳥羽市の三重大学水産実験所では、地域と連携した研究活動の状況や、
ブルーカーボンの活用に向けた大型藻類の養殖技術の確立やその活用のた
めの実証的な研究の状況について調査し、津市の食品製造企業では、事
業展開の状況や、企業における女性活躍推進をはじめとした、多様な力を
生かすための働きやすい環境づくり、働き方改革の取り組みなどについて
調査しました。
　また、四日市市のシンクタンクでは、地域経済の維持・発展に向けた事
業承継の支援・次世代経営者の育成や県内
の市町と連携したガストロノミーツーリズム、
地方創生に関する取り組みについて調査し、
伊勢市では、観光地における危機管理や混
雑への対策、次期式年遷宮に向けた取り組
みも含めて観光振興の取り組みについて調査
しました。 三重大学水産実験所にて

実 施 日

県内調査の状況
７月23日、24日

　みえ犯罪被害者総合支援センターでは、犯罪被害者等に対する支援状況
等について調査しました。
　また、令和７年度開催予定の「第44回全国豊かな海づくり大会」の開
催地である南伊勢町では、大会に向けた整備状況や豊かな海づくりに向け
た取り組みを調査するとともに、大会会場となる宿田曽漁港の現地調査を
行いました。
　熊野市では、令和11年度にオープン予定の「くまのほんわりファーム」
の整備状況を調査し、御浜町では、
農業研究所紀南果樹研究室において、
かんきつ等果樹の試験研究状況を調
査しました。さらに、多気町にある農
園を訪れ「湿度で育てる」特許技術を
活用した野菜の栽培方法について調
査しました。 紀南果樹研究室の試験ほ場にて

実 施 日

県内調査の状況
７月18日、23日

　北勢児童相談所では、一時保護所の老朽化の現状とともに児童虐待や
子どもの問題行動の現状、児童支援に関する具体的な取り組みや専門家と
の連携、ＡＩを活用した児童虐待対応支援システムについて調査し、桑名市
では、人口減少対策パッケージの推進に関する具体的な取り組みや成果・
課題について調査しました。
　また、松阪市では、第３次松阪市健康づくり計画や認知症対策、妊娠・
出産から子育て期まで切れ目のない
支援に関する具体的な取り組みや成
果・課題、「健康センターはるる」の
施設内を調査し、伊勢市では、ひ
きこもりを含む孤独・孤立対策に関
する具体的な取り組みや成果・課
題、「伊勢市健康福祉ステーション」
の施設内を調査しました。 子育てに関する施策を調査

実 施 日

県内調査の状況
７月19日、23日

　本年５月にリニューアルオープンした四日市市防災教育センターでは、住民
の防災に関する知識や技術を高め体験学習を行うことができる身近な施設と
して地域防災教育について調査し、令和８年度開通に向けて現在工事中の
東海環状自動車道では、員弁川橋、いなべＩＣ、養老トンネル（仮称）の現
地調査を行いました。
　また、小学校高学年や中学生を対象とした防災教育をはじめ、避難所開設・
運営マニュアルの作成支援や一般住民を対象とした防災キャンプなどの活動
を継続して行っている玉城町防災ボランティ
アから、令和５年度「みえの防災大賞」を受
賞した取り組みについて調査し、建設ＤＸに
積極的で、生産性の向上、効率化等による
労働環境の改善にも取り組んでいる伊勢市の
建設会社では、これからの建設業における働
き方について調査しました。 東海環状自動車道の工事現場にて

実 施 日

県内調査の状況
７月３日、４日

　全国唯一の県立全寮制総合学科高校である県立昴学園高等学校では、学
校設立の経緯からその特徴を生かした県立高等学校の活性化の取組状況等
について調査しました。
　多くの児童が在籍している菰野町立菰野小学校では、教員不足の現状や
少人数学級の取組状況等について調査するとともに、授業見学も行いました。
東員町１６年一貫教育プランを実践している東員町立東員第一中学校では、
子どもたちの自己肯定感を涵養する授業づくりなどの取り組みついて調査し
ました。
　また、警察職員を育成している警察学校で
は、研修時に滞在する学生寮や武道場など
の施設見学を行うとともに、学生との意見交
換を実施するなど、警察官の働き方改革につ
いて調査しました。

菰野小学校にて

政策企画雇用経済観光 常任委員会

環境生活農林水産 常任委員会 医療保健子ども福祉病院 常任委員会

防災県土整備企業 常任委員会 教育警察 常任委員会


